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シシ トウの雨よけ栽培 における省力的な整枝法
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1 は じ め に

近年,本県北部地域の基幹品目である稲作において,作

業の合理化が進み,それに伴い使用されない育苗ハウスが

目立つようになってきた。そこで,高齢者でも容易に栽培

が可能なシントウの雨よけ栽培を振興している。シントウ

は,他の品目と比較して軽作業ではあるが,収穫作業に労

力を要することから,思 うように面積拡大ができないこと

が,産地化形成上の障害となっている。そのため,収穫作

業効率の良い整枝法について検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験場所 山形県新庄市

山形県農業研究研修センター

中山間地農業研究部内ほ場

0)供試品種 つばきグリーン

6)区の構成

製枝法
4本 V字 ベッドの中央から斜めに直管パイプを設置 し
(放任) ネットを張り,ネ ットに沿って上に誘引した。

分枝は随時ネットに誘引し原則的に放任。
4本 V字 ベッドの中央から斜めに直管バイプを設置 し

(整枝) ネットを張り,ネ ットに沿って上に誘引した。
分枝は随時ネットに誘引し繁茂状態をみて収
穫が収量 した下枝を中心に,採光状態を考慮
しながら整枝を行った。

4本中央 ベッドの中央から垂直に直管パイプを設置 し
,

ネットを張る。第 2節の側枝 4本を主枝とし

等間隔で上に誘引した。分枝はベッドの両サ
イドに設置したマイカ線に誘引し,繁茂状態
をみて整枝を行った。

“

)試験規模  1区  5株 単区制

6)栽培概要

は 種 日  2月 23日

定 植 日  4月 28日

栽植様式  うね幅180m 株間70m l条植え

施肥量(17g/a)N:25 P20`:30 K20:20
整枝回数 4本 V字区 6回 4本中央区10回

6)作業効率の調査法

作業速度…全収量 (個数)/全収穫に要 した時間 (h)

3 試験結果及び考察

(D 収量

収穫は,各区とも6月 26日 から始まった。各区とも収穫

のビークは二度あり,7月 中旬からと8月 下旬からであっ

た。 1回日のビークは4本 V字整枝区がやや高く,2回 目

のビークは4本中央整枝区がやや高かった。

商品収量は,4本 V字整枝区が314kg/aと やや高 く,

次いで 4本中央整枝区が312kg/a,4本 V字放任区は28_9kg

/aであり,他区と比較して低かった (表 1,図 1)。

図 1 時期別商品収量の推移 (2000年 )

●)商品果率

総収量のうち商品果率は,各区に大きな差はなく60%台

であった。旬別商品果率の推移は,4本中央区はやや変動

が大きく及び4本 V字放任,整枝区は小さかった。しかし,

4本 V字放任区は,後半に徐々に低下 し50%台 となった。

これは,茎葉の過繁茂が影響したと思われる (図 2)。

13)作業効率

作業速度は,4本中央整枝区が時間当たり687個 で最 も

速く,4本 V字整枝区で591個 ,4本 V字放任区448個 と‖贋

に遅くなった (表 2)。
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図2 時期別商品果率の推移

9/上 10/上

旬

図 3 時期別時間当たりの収穫果数の推移 (5株当たりの収穫果数)

表 1 整枝法の違いがアール当たりの収量と商品果率に及ぼす影響 (20000

0/下 7/上 8/上″中

4本 V字整枝  104,976   52,064  157,040   67
91,744      44,432     136.176

173        487         64
4本中央整枝  Hl,904   62.896  174,800   64    312    189    501    62
注 収穫期間は6月 26日 ～10月 19曰  くず :奇形果,虫害等

表2 整枝法の違いが収穫作業能力に与える効果

(5株当たり)

整枝法   収穫個数  収穫時間 作業速度(躙
(個) (時間)  (個/時間)

4本 V字放任   8,511
4本 V字整枝   9,815

時間当たりの収穫個数は,各区とも生育が進むにつれ茎

葉の繁茂等の理由により,低下する傾向があった。時期別

の推移では,4本 V字放任区は9月 下旬以降過繁茂の影響

で作業時間同様に,急激に低下した。 4本中央整枝区は
,

収穫個数の差が大きかったものの,全般を通 じてに最 も収

穫効率が高かった (図 3)。

19 0       448( 65)

166       591( 86)
4本中央整枝  10,925    159   687(100)
注 作業速度 :収穫個数/収穫時間

4 ま

ンントウの雨よけハウス栽培における作業効率が高く多

収な整枝法の検討を行った。その結果,4本中央仕立て法

が収穫作業の効率が良く,価格が高い後半 (9～ 10月 )に
最も収量が上昇することから最も適 した。
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